
予防接種後副反応報告　死亡報告（高齢者のインフルエンザ除く）

DPT・DT DPT-IPV ポリオ 不活化ポリオ MR 麻しん 風しん 日本脳炎 BCG Hib PCV

2013（平25） 2 4 0 2 0 0 1 0 4 3 16

2012（平24） 2 2 1 1 0 0 2 0 8

2011（平23） 5 1 0 0 0 0 2 8

2010（平22） 6 0 0 0 0 0 1 7

2009（平21） 0 0 0 0 0 0 0 0

2008（平20） 1 0 0 0 0 0 0 1

2007（平19） 0 0 0 0 0 0 0 0

2006（平18） 0 0 0 0 0 0 0 0

2005（平17） 1 0 0 0 0 0 1

2004（平16） 0 0 0 0 0 0 0

2003（平15） 1 0 2 0 0 0 3

平8～平14（７年間） 5 10 3 0 4 1 23

平8～平21（14年間） 8 10 5 0 4 1 28
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⑥6か月男児：DPT-IPV・BCG・B型肝炎・ロタ同時接種した翌日、腹臥位で呼吸停止となっているのを母親が発見。司法解剖所見

で肺胞内の食物残渣がみとめられ、嘔吐による窒息が原因と推定。

⑦18歳7か月男性：MR接種3日後、心肺停止状態であるのを入所施設職員が発見。

⑧1歳3か月女児：MR接種13日後発熱。接種17日後発熱熱性けいれん。発熱持続。19日後心肺停止しているのを母親が発見。

⑩3か月女児：Hib・PCV・ロタ同時接種した夜からやや多呼吸、翌日4回の嘔吐、受診。全身性強直性痙攣が出現、心肺停止。

⑪6か月男児：Hib・PCV同時接種した3日後、自宅で心肺停止の状態で発見。死亡画像診断で脳浮腫、気管支に貯留物を認めた。

⑨3歳1か月女児：日本脳炎接種5日後、発熱。受診して帰宅。翌日未明、腹臥位で心肺停止状態で発見。ADEMと判明。

①１歳６か月男児：DPT・Hib同時接種した翌日、感冒様症状、40℃第発熱。接種から2日後呼吸停止状態で発見。

②1歳7か月男児：DPT・Hib同時接種。自宅到着後母親が異変に気付き、接種医療機関へ。心肺停止。

③9か月男児：DPT-IPV接種5日後、うつぶせで呼吸をしていないことに家族が気づき救急搬送。

④6か月女児：DPT-IPV接種2日後、嘔吐のため救急搬送。帰宅後白色水様便、再受診の車中で全身症状悪化。死亡確認。

⑤5か月女児：DPT-IPV接種翌日、腹臥位で呼吸停止となっているのを父親発見。

⑧10歳男児：日本脳炎接種4‐5分後、心肺停止状態で発見され救急要請。

①5か月女児：DPT一期初回１回目接種後5日目、うつぶせ寝状態で心肺停止にて発見。剖検あり。SIDS診断。

②５か月男児：DPT一期初回１回目・BCG同時接種、接種当日自宅にて心肺停止。基礎疾患左心形成症候群あり。（⑧と同一か）

⑫2か月女児：Hib・PCV同時接種翌日、横臥位で無呼吸の状態の児に母親が気付き救急搬送。

④3か月男児：DPT-IPV・Hib・PCV・ロタ同時接種。接種翌朝呼吸停止。

⑤6か月女児：不活化ポリオ・DPT・Hib・PCV同時接種。接種5時間後に冷たくなっているのを発見。

⑥1歳6か月男児：MR接種3時間後、発熱。接種翌日全身性痙攣のため救急搬送。接種2日後急性脳症、DIC診断。多臓器不全進行し

死亡。

⑦　　　　　：日本脳炎接種翌日感冒症状あり。接種3日後熱性けいれん重積にて入院。入院4日後、DICと多臓器不全認め、接種7

日後死亡。死因は急性脳症。

③7か月男児：DPT-IPV接種翌日、異変に気付き救急要請。SIDS疑い。

⑬2か月男児：Hib・PCV・B型肝炎・ロタ同時接種2日後に死亡が確認された。解剖施行されたが、明らかな死因特定に至らず。

⑭1歳男児：PCV・MR同時接種した2日後、嘔吐・発熱、解熱剤使用。接種から4日後の朝、心肺停止の状態で発見された。

⑮2か月男児：PCV・Hib同時接種翌日、仰臥位で、呼吸なく、冷たくなっている状態で発見。

⑯2か月男児：Hib・PCV同時接種してから3日後、心肺停止の状態で救急搬送。RSウイルス迅速検査陽性。

①5か月男児：DPT・Hib・PCV同時接種。接種後13日、うつぶせ呼吸停止状態で発見、救急要請。剖検あり。

②3か月女児：DPT接種2時間後、息苦しそうになり呼吸停止したため救急要請。剖検、両肺全域肺炎所見、ウイルス性心筋炎の可能

性。

※予防接種後副反応報告書集計報告に見る死亡報告

厚労省HPに公開されている1996（平８）年～2009（平21）年（Hib・PCVが導入されるまで）の14年間の死亡報告は28件。年平均2件。

2010年より同時接種後を含め死亡報告が増えた。副反応検討部会に死亡報告としてまとめられたものは2011年～の約14年間にHPVを含め150件。年平

均10.7人。

日本脳炎：平成１７年（2005）５月３０日積極的接種勧奨差し控え（５年間）



2010

※

※

2008

2005

2003

①　　　　：BCG接種後死亡例一覧表のみ掲載。

②4か月女児：DPT一期初回接種の翌朝、突然顔色不良となる。救急隊到着時心肺停止。搬送先病院で救命措置するも死亡。

④６か月女児：DPT一期初回３回目接種翌日、死亡。

⑤５か月女児：DPT一期初回１回目・Hib同時接種。3日後発汗、呼吸状態悪化にて緊急入院。その後死亡。

⑥　　　　　：ポリオ接種後、SIDS死亡。

⑦3か月　　：BCG接種後7か月でリンパ腫、肺炎、汎血球減少症診断。その後全身性発疹、患部からBCG菌証明。全身性播種性

BCG感染症。接種後12か月、呼吸不全のため死亡。

⑧5か月　　：BCG・DPT同時接種、数時間後に睡眠中呼吸停止。左低形成症候群を持っていた。（②と同一か）

③４か月女児：１週間前にHib接種。DPT一期初回２回目・PCV同時接種、１週間後BCG接種時診察にて心筋炎診断。入院後死亡。

①　　　　：DPT接種後死亡例一覧表のみ掲載。

②1歳11か月男児：麻しん接種後7日目に38℃台の発熱。接種後11日目に死亡。基礎疾患症候性てんかん

③　　　　：麻しん接種後死亡例は一覧表では2件になっている。

⑦6か月女児：DPT・Hib・PCV同時接種の翌日昼、顔色異常、眼球上転、意識消失の後死亡。解剖所見から、死因はシャント血栓症

による循環不全の疑いとされた。

②は予防接種健康被害救済申請に係る審議において、ワクチン接種との因果関係は否認されている。

③～⑦は子宮頸がん等ワクチン接種後副反応検討委員会に置いて「ワクチン接種と死亡との間に、直接的な明確な死亡との因果関係

①1歳6か月女児：DPT接種翌日より38℃の発熱、痙攣（眼球拳上）チアノーゼ出現、入院。当日午後呼吸不全にて死亡。他の疾患は

考えられず。
①8か月女児：DPT一期3回目接種後10日目より発熱、夜間自宅にて心肺停止に気づく。剖検なし。心筋炎診断。この症例とワクチン

との因果関係はないものと思われる。

③7か月男児：DPT・Hib同時接種、7日後、うつぶせで心肺停止状態で発見。解剖所見からSIDSとされた。

④5か月女児：DPT・Hib同時接種2日後の夜から頻呼吸を認め、接種から3日後の深夜、呼吸の異常を認めた。その後呼吸停止。解剖

所見から死因は急性循環不全とされた。

⑤1歳女児：DPT・PCV同時接種の当日深夜から高熱。翌日うつ伏せで呼吸停止状態で発見。患者の咽頭ぬぐい液からヒトメタ

ニューモウイルスがPCR検査により同定され、急性感染症による死亡の可能性が示唆された。

⑥3か月女児：DPT・Hib・PCV同時接種、3日後に死亡。


